
イカ、サバ貨源動態調査

政l査白的

本県太平拝岸に来遊する沿岸資源のうち最も重安在スJレメイカ許よひサパの漁況を把握し，来遊資源

量，分布移動.生態にヲいて調査研究をま子こえEい。特Kスノレメイカについては，漁j毎況予報事業と&わ

せて漁業経営の安定に資する。

H 調査内容

I 調査期間 ;昭和 45年 7月1日から附手1145年 11月20日空で

2 調査場所 本県太平洋沖合

3 

4 

調査員針よひ調査船

(1) 調査員

(2i 調査船

調査項目

漁業謀長 浅加信雄

技 師 赤羽光秋

技 目市 十三邦岨

技 師 中 田 凱久

技師補 鈴木史紀

試験船 瑞鴎丸計よひ束央丸

(li 海況調査

12 ~ 漁況調査

(31 生物調査

14，情報収集

5 調査方法

調査員 1名が交代で八戸市に駐在し当来船からのきき止り調査Fよび試験船の調査結呆，魚市場

陸協調査をらびに魚体詞査等をもとに Lて，漁況概況を作成し，日報止して，八戸漁業周海岸局から

沖合各船に通報するとともに，市内に設けた掲示板K速報を掲載し，地方紙にも掲載広報し，た。

まf<_， 8月20日から 10月20自主で実施した。漁海況情報伝達の迅速化試験事業の業務を担当

した。

E 調査結果

1 海況調査

八戸近海のスルメイカ漁場は，津軽暖流域の内部K当る， したがって，対馬暖流の状態が反映する

と考えられる。

日本海で実施した定線海洋観測結朱から瞭f乍崎西方K1丸、ける対馬暖VfEの北上流量は第 I表のとま?り

で， 5~ 7月の北上旅量は昨 44年より著しく少;1:い。また，本年春の冷水域の接岸か同者で，かっ，

対馬緩流の北上勢力が弱<，水温も低いという異常冷水の様相を主主していた。 3ト1， 4月れ恥いて ζ

の傾向は著しく， 5月以降は衣層近くでは回復し左からも，下層i'c:}，'いて低温傾向が 7月まで持続し

た。 とれら臼本海Kあ寸7る託手mか，太平洋側十てどのように反映 Lたか(!Cついて，太平洋の定線観点l結
呆から，津軽暖流域の 100m層IてFける面桔を算出した第 2表から#ゐ止，津軽暖流域の面J桔は，

5~ 7月の期間を通仁て，昨 44年の約 7割程度を示し，対馬暖流の北上流量とほぼ同様の結呆が示

された。
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第 1表 対馬暖流の北上流量((単位 106m~/S e c 

年次¥月 5月 6月 7月

S 4 4 年 2. r 2. 4 3. 0 

S 4 5 年 1.4 1.5 2.6 

第ジ表 100m層K正予げる津軽緩流域の面積 (単位 66 o mife ) 

年次~月 5月 6月 7月

S 4 4 年 4.0 4.1 4.4 

S 4 5 年 2.9 2.3 3. 9 

秋の海況について，八戸近海漁場と密接を関連をもっ津軽暖流の動きをみると，津軽暖流の張出し

面積は，春とは逆VC1 0月の場合例年よりもやや広(，主た，水温は 8月以降 11月までの期間，春

と活1!VC例年より 2"C前後高めK推移した。

2 漁況調査

(1) 夏イカ

初漁日は 6月28日で例年より遅れた。 6月下勾から 7月下匂K至るまでの期間，第 3表のと辛子

り，各勾とも昨 44年の 7分の lVC及ぼす，その期間を通じて， j:，~よそ 8%vてとどまり，全〈異例
の不振左状況がつ Yいた。そ ζで， 7月中匂K草子ける近海操業船は僅か 50隻程度で，他は，日本

海大和准，武蔵堆， &11路沖で操業した。 8月上匂以降，漁況は漸く，やや上向き， 8月10目前後

と8月30日前後をピークとする漁獲の山がみられた。しかし，との山も 1日400トン前後で例

年の 4分の 1程度で，また，山の形成が例年より非常K遅れた。

この山の形成と同時期VC，瑞鴎丸が 7月下句K鮫角東方80哩付近で放流じたスルメイカが再捕

されたζと，および魚群の性状がとの時期を境VCLて一変したとと等の事実から， 8月上句以降，

三陸沖合から接岸したものと考えられる。

以上の漁獲の山Vi，ほぼ9月上匂K速をったが， 9月上匂後半から下匂前半に至るまでの期間は

漁切れ状態とをり，下伺後半以降拘び漁況はや Y上向きを見せたが 9月末までの夏イカの漁獲量は

6. 3 1 3トンで，不漁であった昨 44年の約 35%で近年5ク年平均の24%にと Yまり，大不漁

と左った。

夏イカの中で，特に 7月下旬に至る間VC:;1'，'いて，不漁の程度は著しし昨年の約 8%，過去 5ク

年平均の約 5%であった。

8月から 9月K至る期間の漁獲量は，昨年の 56 %，過去 5ク年平均の44 %で，本年の場合8

月9月K夏イカの 90%を漁獲している。

第3表 匂別計よび年別スノレメイカ漁獲状況 (八戸近海)

H塁6月 7月 8月 9月
合計

下匂 上 中 下 上 中 下 上 中 下

45年 隻
6.06隻2 主主 数 4 17 311 684 8うO 572 1. 4 77 982 60 1. 106 

45年 トン トン
漁獲量 O. 7 9. 6 167.5 479.6 1， 121. 1 698.2 2，160.0 574.3 38.1 1，063.7 6，313 

44年 トン トン
漁狭量 17.8 979.1 1，126.7 6.450.6 3，539.4 2，69う.2 2， 410. 7 1，013.1 384. 3 22.6 18，639 
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第 4友 八戸近海漁場に制ナる憂イカの年局1]，時期対1]持獲状況

\年\\i\芝~員------甘 6~7 月の訴事&量トン 陥 8~9 月の漁獲量トン (%1 夏イ カ全漁獲量

トン % トン 1'0 トン 司。

S 4 0 年 1 7.4 3 5 6 6 9. 1 3 3 3 4 2 6.5 6 8 100 

4 1 6.1 6 5 2 5 1 8. 1 2 7 7う 2 4.2 9 2 100 

4 2 2 2.2 8 9 6 4 1 2.7 7 8 3 6 3う.067 1 00 

4 3 1 4.0 3 4 4 8 1 5.0 2 0 う2 2 9. 0 5 4 1 00 

4 4 8.う74 4 6 1 0.0 6 ') う4 1 8. 6 3 9 1 0 0 

40~44年平均 1 3.6 9 9 うl 1 3.0 2 5 4 9 2 6. 7 2 4 1 0 0 

S 4 5 年 6 5 8 1 0 5.6 5 5 9 0 6. 3 1 3 100 
一一一一一一'-ー・一一ー一ーー

(2; 秋イカ

stイカ漁掛から秋イカ漁胡に移行する間に漁切れ期がみ止めムれるが，最近 5ク年を通じてみた
場合，第 5去から，例年 10月中匂か漁切れ胡にあたっているが，本年の 10月中勾は平年値23 0 

トンであるのK対 L，1.060トンに達している。

この時期に瑞鴎丸か沖合K;f，'いて放流したイカが三太平洋沿岸公よび津軽海峡内で再捕されている

ことから，三陸沖合からの接岸群であろうと推定される。また，例年 11月上匂がピークであるの

K対し，本年は]0月下匂Kつ三いて漁切れ状態を LめLている。イブして] ]月中勾から下匂Kか

けて漁況がやや好転したが，その後極端K不振とをった，秋イカ全体の漁獲量は 6.916トンで不

漁だった昨年の 39%過去5ヶ年平均の 29%KとYまり，夏イカi百j様大不漁に終った。

第 5表 S 4 5年余よび過去 5ク年の匂別漁獲量 (単位 10 0トン)

] 0月
上

1 3.う

1 3.3 

1 2月
上

2 3. 5 

6. 7 

3 生物調査

(1) 体長組成

第 1凶から 44年の外套長と比較すると全体に大型であった。

7月]8 cm， 8月ヨ 1cm， 9月22 cm， 1 1月25 cm， 1 2月24cmと在っている。
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第 1国 スノレメイカ雌雄副，年別，月万IJ，平均外套長

21 

15 
7 8 9 10 11 12月

(2) 体重

第 2幽から 44年と比較すると全体に大型でめった。

才2図 スルメイカ雌雄別年別月別平均体重
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(3) 仕比

凶 3から 9月まで雌の出現率が高<， 1 1月と 12月は逆K維の割合が多い。全調査個体では雌

51.9%雄49.1 %であった。
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第~ ~ スルメイカ匂別雌雄方Ij出現率 スノレメイカ月別.雌雄刷出現率

% 
口合計監塁手 顔合

% 
口合計 図♀ 顔合

100 

うO

。

1m 

1上中下 5

8 9 10 11 12月 7 8 9 10 11 12月 平均

(4) 生殖腺亘量

幽 4から. 4 4年と比べると，雌の場合，全期間を通じて昨年よ D低い値を示したのK対して，

雄の場合は. 9月以降や区大きい{雇を示している。

第 4凶 スノレメイカ雌雄J}IJ.年男1].月別.平均生殖肱重量

←----45年
・----.44年

F 

。

-一一ー・'45年
-ー一-..44年

F 二rノ
， (< 

ジフ戸〆 。
7 8 9 10 11 12月 7 8 9 10 11 12月

(5) 情報収集

毎朝入港船から漁況のき LとりをPと17うとともVC.魚市場陸揚調査を実施し，魚体説査等を

もとKして. 7月1日から 11月20日まで酎兄白報を作成し.J1帯した。

N 調査の成呆および今後の謀通

1 調査の成呆

毎年，漁期中調査員が駐在し，漁況日報を作成し広報してきているが.i中合操業船の無線広報の

聴取率が非常K高〈左ってきている。

2 今後の謀題

(1) 問題点

予報の精度を高め，利用度の高い予報作成が必要である。

(2) 今後の課題

現況把握から，資料の畜積か必要である。
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